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議事録 （概要）作成年月日

令和2年 度 下野市総合計画審議会

令和2年10月20目 （水） 午後2時00分 か ら午後3時20分 まで

下野市役所3階303、304会 議室

伊藤陽一委員、石川信夫委員、伊澤健二委員、中村祐司委員、大島雅之委員、

川俣一由委員、小幡洋子委員、川 田光一委員、小暮泉委員、山口貴明委員、

木村保弘委員、近藤勘偉委員、新海将綱委員、前原保彦委員

【欠席委員】

坂村哲也委員、佐間田香委員 、江 田俊夫委員、佐藤司郎委員 、川中子幹彦委

員、諏訪守委員、的井宏樹委員、渡邊喜正委員

（休憩前）小谷野総合政策部長

（休憩後）広瀬市長、山中副市長、

小谷野総合政策部長、梅山総務部長、山中市民生活部長、手塚健康福祉部長、

栃本産業振興部長、瀧澤建設水道部長 、谷 田貝議会事務局長 、清水教育次長

（事務局）福 田総合政策課長、荻原課長補佐、 甲田主査、菊地主事

ラン ドブ レイ ン（株）

医 圃 ・ 一部公開 ・ 非公開 ）

な し

な し

令和2年11月10日

【協議事項等】

1開 会

〈事務局〉 令和2年 度第4回 下野市総合計画審議会を開催する。

2あ い さっ

〈事務局〉

〈中村会長〉

は じめに会長か らごあい さつ をいただきたい。

コロナ禍の中でお集 ま りいただきあ りが とうございます。 フランスでは1日

当た り3万 人を超える感染者が出ていると聞く。アメ リカでは1日 あた り7

万人 とい う。感染 が治まっていない。経済を回 していかない と、 とい うこと

はわかるが、 ヨーロッパな どをみていてどうなって しま うか と思っている。

大学で もかな り対面 に戻ってきてお り、できることはやっているが感染対策

への不安 はある。その ような中、願望 が行動の基準になってきて しまってお

り、少 しくらいな ら近づかない ようにすれば大丈夫、若い人だった ら感染 し

て も無症状だなど、実は後遺症の心配 なども考 えねばな らない ところ、そ う

いった行動になってきているのは怖い思いがある。

このたび後期基本計画案が出来てきた とい うことで、 こうい う時だか らこそ

総合計画の大切 さもあるし、我々が しっか りとみて実現 していく必要がある。

後ほど市長 が見えるのでいろいろな思いや ご意見 をいただけれ ばと思 う。本

目もよろ しくお願いいた します。



〈事務局〉 総合計画審議会条例第6条 の規定により、この後の議事進行 については中村

会長 にお願いす る。

〈中村会長〉 会議成立、会議署名人、会議傍聴の確認 を行 う。

本 日の欠席委員は8名 であ り、委員定数22名 の うち過半数以上の委員が出

席 しているため、会議は成立 となる。

会議署名人 を指名す る。今 回会議の会議録署名人には、名簿順によ り伊澤委

員 、江田委員にお願いす る。

〔江 田委員 が欠席であったため、後 日川俣委員 に変更〕

会 議傍聴 については、新型 コUナ ウイル ス感染症予防対策 として、傍聴 は制

限 し、会議録の公表 によって情報 を公開す るこ ととしてよろ しいか。

〔出席委員異議な し〕

3議 事

（1）第3回 議事録の確認 について

〈中村会長〉

〈事務局〉

〈中村会長〉

〈事務局〉

〈中村会長〉

議事に移 るにあた り、事務局 より資料の確認 を求 める。

資料については事前 に郵送で配布 させていただいてい る。会議次第 と前回議

事録、総合計画後期基本計画案 、参考資料 として答 申書 の写 しをお配 りして

いる。資料確認 は以上 となる。

前回議事録の確認 を事務局に説明願いたい。

会議録 について、事前に各委員に郵送 により確認いただいている。

一部誤 りがあったので訂正 させていただいたが
、内容 に関す る修正はなかっ

た。本 日は訂正 した物を配布 している。

本 日修正なければ署名 をいただき確定 したい。

会議録 についていかがか。

〔出席委員異議な し〕

〈中村会長〉 会議録 を確定す る。

（2）第二次下野市総合計画後期基本計画 （案）の確定について

〈中村会長〉

（事務局）

〈中村会長〉

後期基本計画の案の確定 について となる。前回までの審議会で後期基本計画

全体について施策や重点事業な どを確認 していただいてい るが、内容 に変更

点があるので、そこの説 明をいただき確定 したい。

事務局よ り説明をお願 いす る。

〔変更点の説明〕

それでは、案について修正内容の説明があったので、 ご意見等あるか。

〔意見無 し〕

これをもって確定 としたいがよろ しいか。



〔出席委員異議な し〕

〈中村会長〉 後期基本計画案の審議 は終了す る。

コロナ禍 の影響で書面での審議 な どもあったが、計4回 の審議 に協力いただ

き、あ りがとうございま した。

総合計画を出発点に来年度 か ら事業が行われ る。我々 もい ろい ろな行動 をす

るときに総合計画 を見ていきたい。

（3）その他

（中村会長）

（事務局）

（中村会長）

（事務局）

事務局か ら何かあるか。

本 日、これか らの流れは休憩 を挟んで、中村会長か ら市長 に答 申書 を渡 して

いただ く。そのあ と、意見交換 を30分 程度予定 しているので、皆 さんの活

発な意見 をお願 い したい。

今後のスケジュールは、11月 にパブ リックコメン トを1か 月間実施 し、市

民の皆様か ら再度 ご意見 を頂戴す る。最終的には3月 の議会 に上程 させてい

ただき計画書 を策定す る。

議会の議決 を経て確 定とのことである。

本 日の議題 はいったん終了となる。休憩前に進行 を事務局にお返 しする。

2時30分 から再開 したい。

〔休憩〕

4審 議会か らの答申

（事務局） 時間になったので審議会 を再開する。

中村会長 より市長への答 申をお願いす る。

〔市長が審議会長席前まで、会長 が席 の前まで、それぞれ移動〕

〔中村会長より広瀬市長に答申書の提出〕

（事務局）

（広瀬市長）

広瀬市長 よりご挨拶 を申 し上げる。

ただいまの中村会長、審議会委員の皆 さんか ら、本市のバイブル ともいえる

第二次の下野市総合計画の後期基本計画 の答 申をいただき、あ りが とうござ

いま した。

今年は前期基本計画 の最終年であ り、世界的に新型 コロナ ウイルスが蔓延 し、

新 しい生活様式が求め られている時代の中、この総合計画に対す る答 申をこ

こでいただ くことになるのは、何 らかの啓示かもしれない とい う思いがある。

「ともに築き 未来へつな ぐ 幸せ実感都市」が下野市の大きな命題である。

どこの地域 においても、誰 もが幸せにな りたい とい う思いを持っている。

本市は合併 して今年 で15年 とい うことで、複数の部署 において15周 年式

典 を計画 していた。しか し、新型 コロナ ウイル スに より、様 々な計画を中止 ・

延期 とした。



我々がこの後、 どういった形でまちづ くり、地域づ くりを し、そ して新 しい

時代 の中で、次な るステージへ進んでい くのか。方向性を各分野において も

スペ シャリス トの皆様 と一緒 に考 え、ご意見 をいただいた中で、答 申をいた

だ くことは大 きな意味があると考えてい る。

人 口問題、それに付随す る経済の停滞や個人に関わる様々な問題、そ して社

会が抱 えている問題か ら新たに抱えていかなければならない諸問題 、これ ら

を踏まえた うえで、将来を見据えた中での答申 と考 えてい る。

地域資源 を最大限に活用 し、またその資源 を次の世代 にもしっか りと引き継

いでい くことができる地域性、そ して我々の生活、 こういったものをしっか

りと踏まえた うえでの答 申と考えているので、次のステー ジへ しっか りと進

んでいけるように頑張っていきたい。

本 目、答 申に向けてご審議いただいた審議委員 の皆様に感謝 を申し上げ、ご

挨拶 とさせていただ く。

5意 見交換会

（事務局）

（中村会長）

（前原委員）

（中村会長）

（広瀬市長）

（総務部長）

これ より、市長 を交 えての意見交換を行 う。座長 は中村会長 にお願 いする。

下野市の これか らのまちづ くりについて、広 くご意見をいただきたい。

市長は じめ、教育委員会にお礼 を申 し上げたい。 この度、特別支援学校 に出

向いていただけるとい う連絡を学校か らいただいた。

お礼 とのこと。

私 のほ うか らお聞き したい。今、 コロナの対策で、国も自治体 も財布 を締 め

るとい うよ り基金 などいろい ろな形 でや りく りをしなが ら、何 とか対応 しよ

うとしている。

しか し、長い 目でみ ると、コロナ対策でかな りコス トがかか り、逆に歳入は

国も下野市 も苦 しくなって くる。 この中で、来年4月 スター トの後期基本計

画では、 中止 とは言わないまでも延期や、見直 しな ど、出て くるのでは。

これは出て くることが良 くない とい うわけではな く、市長 としてお考 えにな

っている懸念点への対応な どをお聞き したい。

コロナへの対応 は現在進行形 であ り、 どの ようなタイ ミングで終息するか、

方向性が見 えるかが分か らない となかなか動きがとれない。今の ところ、ワ

クチンができれば、見 えるものが出て くる。

経済対策 としては、 日本は世界 とは違 った形で動いている。 ある程度経済を

動か し、金融 の血液循環を させていきなが ら動いてい る状況 である。来年度

の税収見込みは、あま り大 きな下が り方 は想定 していないが、や ってい くも

の、いかない ものの選別 は考 えていかなければな らない。

公共施設について維持補修 をしなが ら続 けてい くのか、またスクラップす る

のか、統廃合 をす るのか、検討するタイ ミングになっている。現時点は、大

きな事業を中止するとい うことは考えていない。

ハー ド面が大きなもの として見えるが、これまで既 に合併特例債な ど活用 し

進 めているので、今後 は維持補修を しなが ら将来設計 を組み立てる形になる。

現在、来年度の予算編成 に向けて進 めているところである。先 日、予算編成

方針 を庁議で決定 し、職員への説 明会 も終了 した。



（山口委員）

（中村会長）

（広瀬 市長）

現在、各課か らの要望が始 まるところである。 コロナの影響 については、市

税について減 を見込む。加 えて合併特例債の使用期限は切れたが、 こち らに

ついては満額使用 した。

これ まで合併特例債を活用す るメ リッ トとして、一般財源 の浮いた分 を基金

に積み立ててきたので、今回のコロナ禍の影響 についても新たな借 り入れを

す るのではなく、今 までの基金 をもって対応 したい。

大きな事業については、特例債 で終了 した。 ただ教育委員会等をは じめ、ま

だ残 っている事業 についても、編成方針 の基本的な考え方 として、後期基本

計画 を軸 とし、必要なことは取 り組 みながら削れるものは可能な限 り削 る。

事業だけでなく経常経費、職員 も身を削 りなが ら、財源 を浮か して現状を見 ’

つつ取 り組 んでい くこととしてい る。 コロナの影響が来年度までなのか、数

年続 くのか、未知数のところだが、状況 を見なが ら事業の取捨選択、見直 し

をかけて取 り組んでい きたい。総合計画が市の羅針盤 なので、これ を推進す

るとい う考 えで取 り組 んでい きたい。

総合計画審議会 には5、6年 前か ら参加 させていただいている。 コロナの問

題 など、今後5年 で何が起 こるか分か らない ところであるが、人 口減少 は受

け入れ なければな らない し、 コnナ により加速 したデジタル化 も否 めない。

デ ジタル化 は幸せの一つで もある便利 さを手 に入れ られる。 しか しそれ によ

り地域や地縁 のコミュニティに求 められる価値が薄れていって しま う。

私たちはそこに地域性を持たせたいので、地縁 コミュニテ ィとい うものを価

値あるものとして、大 きくではなく深 くしていきたい。

下野市 はハー ド面の部分はそろってきたので、ソフ ト面の部分 を行政、民間

関係 なく同じビジ ョンを持 ってい ければ と思 う。

3世 帯3家 族か ら、下野市に移 り住みたい とい う相談があった。そ うい う方

たちはこの地に自然豊かな部分 と便利 な部分の2つ を求 めてい るが、都市計

画法的 にも新 しく移 り住めるのは市街化の部分 しかない。そこか ら少 し走る

と豊かな 自然が広 がるとい うことに価値を見出 して くれている。 なん とか供

給す ることができないか。

地域 のコミュニテ ィのことと、移住 についてご意見だがいかがか。

つなが りとい う部分では、私の ような年代 の方が密着 した付 き合い方 を して

いた。皆 さんは上手にSNSを 駆使 しなが ら、新 しい付 き合い方 をしている

世代 なので、そこで地域 のつなが りについてお話があったのはあ りがたい。

今年 は、お祭 りな どいろいろなイベン トが無 くなった。祭 りが無 くなる と地

域が静かになって しま うが、いずれは復活す ると思ってい る。

その時に委員の世代やその下の年代の方たちが携わって くれ ると、今 まで以

上の地域性 が出てくる。

また、新 しいSNS等 を駆使 していただければ、新たなつなが りができるの

ではないか と考えてい る。

一方で
、小学校、中学校のエ リアが一つのコミュニティエ リアになってお り、

そこのつなが りが地域 をつ くり、大人の コミュニテ ィへつながっている。世

代が移 り変わって もべ一スとしてはそこが強い。

小 さい子 どもの うちか ら地域 と繋がっての教育や、地域の特性 を親御 さんか



（前原委員）

ら伝 えていただければあ りがたい。

移住政策については、逆に新型 コnナ ウイルスの影響によ り、テ レワーク等

をは じめとして、住んでいる ところで仕事をする方法 をどのくらい、 どのよ

うに出来るか考えることとなった。

自然豊かで居住環境に優れた地域 と、テ レワークができる環境、それ らを見

っめ直 していくこ とが大事だ と思っている。

下野市役所でも、三交代制の勤務体制 をとり、職員同士が重 ならないよ うに

した。 その中で、テ レワー クができないかとも考えたが、守秘義務のある業

務 を持つ 中で、家庭 で仕事ができる体制がっ くれなかった。ただサテライ ト

方式であればできるので、公民館で仕事ができる体制づ く りを行った。

我々の地域 の中にサテ ライ トオフィスが設置できれば、東京の会社や近隣の

会社 でもこの場所 で動 きが とれ るのではないかと考えている。

県の15（ いちご）戦略会議で、栃木県で一番売 りになるのはサテライ トオ

フィスを沢 山作ってお くことじゃないか とお話 しした。そ こを拠点 とす るの

ではなく、 自宅を拠点 として仕事 をサテライ トで行い、時々本社 に行 くとい

う環境づ くりが出来れば、栃木県は今 ある自然 を大事に してい くことによっ

て、県全体の方 向性が見えて くるのではないか。

これ まで首都圏か ら人 を引っ張ろ うとい う動 きだけであったのが、 コロナの

中でテ レワー ク、家 にいる時間を大事に使 う考え方を持つ若い人たちが どん

どん出て くるので、そ こに対応できる施策を進めてい く。一緒 にここで過 ご

していける時間を、幸せ を思 える時間に変えていくことが大事だ と思ってい

る。

昨 日、群馬県に行き、群馬県で行 ってい る事業 の説 明を受けてきた。今、市

長か ら若い人 とい うお話があったが、今までの若い人へ の対応は我々からみ

ると、若い人たちの居場所づ くりだった。最近は、居場所を通 り過 ぎて若い

人たちの出番づ くりだ とい う。若い人たちの出番をつ くってあげることが大

事 との ことだった。群馬 では、女性100人 委員会 を開いて、 ここに小中学

生から、高校生、大学生、短大生、専門学校生な ど、女性 が100人 集まっ

てフ リー討論 を行っている。 そ うす ると、我 々が普段思いっかない ような発

想が小学生あた りか ら沢 山出てきて斬新で良い と感 じた。後期基本計画で も

自然環境や、豊か さについて出て くる。 この審議会 も男性が多い。女性の視

点か らみたまちづ くり、豊かな自然 を満喫できる、そのよ うな機会 を持 って

ほしい。

（総合政策部長）若い世代 の出番 とい うことでお話をいただいた。

今年度、高校生 を対象 とした県の補助事業ができた。下野市 も参加 し、壬生

町、上三川町 と3市 町で連携 して取 り組む ことで進 めてい る。

高校生を対象 に石橋駅前の活性化や、 自分のまちのいい ところ、こ うしてい

きたい とい う思い、また居場所づ くりといったことを、ワー クシ ョップを行

いなが ら発見 していただく事業を今年度後半に取 り組むことになった。

その他にも、石橋地区の複合施設や、 旧石橋庁舎 の跡地にできる広場等を活

用 してシモツケ大学 として取 り組む事業 もある。 こち らも10月 にワークシ

ョップを行い、若い世代 の方た ちに参加 していただいて、まず石橋 の商店街
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の歴史 を知 ってもらうため、地元 に古 くか ら住んでい る方 に講師になってい

ただ く。 また旧庁舎跡地に広場 ができるとい うことで、地元のまちを見渡 し

て もらえるようなワー クシ ョップな どを予定 している。

女性 の視点 とい うことでは、今年度、男女共同参画プランを改定中であ り、

ワー クライフバ ランスの推進事業所認定制度を始め、8社11事 業所 を認定

した ところである。男女共同参画プランにも女性 が活躍できる内容を含 めて

策定 していきたい。

下野市の自治基本条例づ くりは、いまだに印象に残っている。 中学生、高校

生、 自治医大、そ して大人たち、 これだけ多世代で 自治基本条例づ くりのワ

ー クシ ョップをやったのは他でもあま りない
。

国勢調査が終わった。 これまで私 は防災地域、防災組織をつ くるときに、 自

治会長が集まって研修を受けたが、プライバシーの問題 が非常に引っかかっ

た。 国勢調査 は国民の義務であるといって も、受 け付 けて くれない。

防災組織 を力強 くす るためには、SNSを 使 うことも必要だが、人 とのつな

が り、 コミュニティといった、アナ ログ的な動 きが必要だ と思 う。隣の家に

誰が住んでいるか分か らない。い るのか も、いないのかもわからない。 どこ

に誰が住んでいるか、水を くみ上げるポンプをどこの家が持 ってい るか、そ

ういった情報が、プ ライバシーの垣根 を越 えて、安全 ・安心なまちづ くりと

はいいなが らも、国勢調査 を行 った結果ではばらばらで地域 としてっながっ

ていない状況が5年 前に比べて増 えている と思 う。

プライバシーの垣根 をどう理解 していただき、安全安心の裏付 けにできるか。

自治会長が10人 くらい集まって地震の震度体験 をした とき、みんな自分の

親や子 どもの ことしか書かない。 自分は大丈夫だ とい う思いがある。

土地利用計画 について、40年 くらい前に、 ドイ ツの都市で、「風の道計画」と

い うものをつ くった。盆地で空気が滞留 して夏は蒸 し暑いが、上空 には風が

流れてお り、その風 を うま く利用できないかと、道路計画や植栽計画な どに

取 り組んだ結果、心地よい風が入 ってきた。 ドイツの中でも住んでみたい都

市の上位 に入 った。

気象デー タと土地利用 を、施策で取 り上げてもいいのではないか。

公共イ ンフラ投資 とちょっ としたプラスアルファの投資 をす ることによって、

民間の活動の広が りが促進 され るとい う。基盤 となるライフラインを広げて

いけば民間の進出が期待できる。

プ ライバ シー とまちづ くり、人の命 を救 うとい うこ と、それ と公共イ ンフラ

で市役所周辺 を広げてい くことについて、市はいかがか。

プライバシー の件 は、我 々にとっても非常 に難 しい状況にある。守 らなけれ

ばいけない守秘義務 があり、申 し訳 ない と思いなが ら自治会長や、民生委員

な どの方々にお世話 になっている。

地域にはおせ っかいな方 をつ くるように しない とい けない と思ってい る。か

つては近所 にいたが、だんだんいな くなった。地域の中でい ろい ろなことを

担ってい る自治会長、民生児童委員、また地域の代表である議員な どの話は

よく聞くようにと幹部 には話 している。

都市部のほ うでは、宅配便を近所 で預 かる取組も始 まった とい う話 も聞 く。



プライバシーの件 については、災害時な どに地域 で共有する仕組みや組織 を

考 え直 さない といけない と考 えてい る。

土地利用計画については担当より説明させ る。

（建設水道部長）下野市は平坦な土地で気候が安定 してお り、冬場 の風はあるが雪な ども多 く

ない。

しか し、昨今については、令和元年度の東 日本台風、平成27年 の大雨など

あったため、そ ういったデータを基 にした土地の使い方は考えていく。

災害をふまえた視 点か ら、安全なまちができるかとい う視点は欠かせ ない。

新たな色付けをす る作業を行ってい く。

まちづ くりとしては、都市計画マスタープランにおいて市役所は地区計画で

エ リアを設定 して建築 した。今年度、市街化 区域に編入 となる。

人 口減の中で市街化区域拡大は難 しいが、自治医大駅周辺は都市核 とい う位

置づ けであ り、駅 の西側に どう広げてい くか検討 してい く。石橋駅 と小金井

駅周辺は、立地適正化計画事業の中で、人 口減の中 どのように人 をまとめて

い くかがテーマになっている。下野市は人 口の減少幅が小 さい状況 であ り、

区画整理地区では人 口の張 り付 きが出てきている。国や県 と連携 しつつ進め

ていきたい。

6閉 会

（事務局） 以上 をもって意見交換は終了 とさせいただ く。総合計画後期基本計画策定に

あたって、 ご意見をいただきあ りが とうございま した。

以上で第4回 下野市総合計画審議会 を閉会する。
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